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【金属化資源ビジネス】 
  ニッケル水素電池  ：レアメタルを多く含み資源としての価値あり 
  リチウムイオン電池   ：レアメタルは含むが金属価値と再資源化費用が見合わず採算困難 

解体事業者は中古部品等として販売できない場合、廃棄物として処理責任 

自動車メーカーは拡大生産者責任により回収、処理費用を負担 

自動車用リチウムイオン電池の処理費用 
他業種モバイル向けと異なり、大きく重量物であり、搬送費用が高額 
リチウムイオン電池は、処理困難物質を含み、処理費用が高額 

・高額な処理費用は、低燃費化のための車両電動化に障害 
・自動車メーカーは処理費用の確保が必要 

（１）リサイクル研究の取組みについて 
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【自リ法省令改正】 2012年2月1日 

事前回収物品※にリチウムイオン電池、ニッケル水素電池が追加 

背景：リチウムイオン電池処理の社会環境 

※解体事業者に取り外し義務のある部品 

リチウムイオン電池リサイクルの処理費を低減し、将来に渡り 
自動車ユーザーにメリットのある処理インフラを構築します 





























（８）2017年度 まとめ 

2017年度は自動車リサイクル収支余剰分を活用して以下の 

結果を得ることができました。 

①電池を安全に分解する前処理としての放電技術

②正極材を再生する時に許容される不純物量の明確化

③機械加工による電池セル開封技術

④電極ターミナルと電極の分離技術

⑤積層された電極の効率的な剥離分離技術

⑥正極材を溶解しNi-Co合金にする技術と水素吸蔵合金への

 適用に対する品質基準の明確化 



（８）本研究に関するお問い合わせ 

本研究に関するお問い合わせは、本田技研工業株式会社 
お客様相談センターへご連絡ください。 

電話番号：0120-112010 
（受付時間：9時～12時 13時～17時） 


